
美しい森林づくりのモデル的な取組

名 称： 大開浜水土保全モデル林

場 所： 米代西部森林管理署 １５３林ろ小班 秋田県能代市

面 積： ３.６８ ha 樹 種： クロマツ

林 齢： ２３ 年 機能類型区分： 国土保全タイプ（海岸林）

森林現況： 育成単層林

○目標とする森林： 飛砂、潮害、保健保安林に指定されていることから、保安林機能を高

めるため、間伐など適切な森林整備と、松くい虫防除対策を行い、災

害に強い健全な森林を目指すことを目標とする。

○誘 導 手 法： 治山事業により、汀線から陸地側まで間伐など段階的な森林整備を

実施する。

（３残１伐後 残りの３列の中１列を間伐 間伐率３３％）○作 業 経 過： 列状間伐

作業時期２００４年

○施 業 効 果： 間伐を行った結果、保安林機能が高まった健全な森林となった。

（治山工事での本数調整伐実施前後の状況）

実施前 実施後

撮影：２００４年１月 撮影：２００４年２月

【連絡先】 米代西部森林管理署 0185-54-5511 記載年月：2008年5月
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